
そこで今年は支部総会を懇親会付きで開催することを決
めました。コロナの感染には気を付けて実施いたします。
３年のブランクが埋まるような和やかな会にしたいと思

いますので奮ってご参加くださいますようお願い申し上げ
ます。 東久留米地域支部長 義江邦夫
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支部長挨拶

支部活動報告

新型コロナウイルス感染防止対策が緩和の傾向にありま
す。昨年は、総会のみで懇親会は行いませんでしたが、本
年はコロナ対策を実施の上で、簡単な懇親会も開催いたし
ます。是非ともご理解の上、ご協力をお願い申し上げます。
既会員の皆様、新しく明治大学校友会会員になられた方、

新たに東久留米市に編入なされた方、是非ご参加いただき
ます様、お願い申し上げます。

日時 令和５年５月２0日（土）午後1時30分から
場所 成美教育文化会館・大研修室（３F）

〒203-0014 東久留米市東本町8-14
TEL 042-471-6600

議案 令和４年度事業・決算・監査の各報告
令和５年度事業計画（案）・収支予算（案）
・役員改選・その他

※出欠につきましては、同封されております返信用のハガ
キにて令和５年5月5日（金）までにご連絡ください。

令和５年度明治大学校友会
東久留米地域支部定時総会のご案内

③東久留米地域支部活動報告
④校友会本部・多摩支部からのお知らせ

いつも校友会支部活動にご理解とご協
力いただきありがとうございます。

このところのコロナ渦により校友会も種々
の活動を休止せざるを得ない状況が続きま
したが今年に入り漸く鎮静化の兆しが見え
日常が戻りつつあります。

⑤明治大学と私
⑥母校・明治大学の最近の話題

母校・明治大学の最近の話題

校友会本部・多摩支部からのお知らせ

■校友会本部からのお知らせ
●第26回ホームカミングデー 10月22日（日）
於：駿河台キャンパス
校友やその家族・友人を母校に迎えるホームカミングデー

が開催されます。全校友対象ですので、どなたでも自由に参
加できる一大イベントです。毎年多くの校友や家族が参加し
ています。駿河台キャンパス内の各会場では、後援会やコン
サート、物産展などが催され充実した一日を過ごすことがで
きます。開会式などに特別招待される校友には、8月に事務
局から招待状
が届きます。
●第59回全国校友愛知大会 11月19日（日）
於：名古屋ﾏﾘｵｯﾄｱｿｼｱﾎﾃﾙ（愛知県名古屋市）
年に一度。全国各地の校友が一堂に会し旧交を温め、母校

を協賛する明治大学校友会主催の「全国校友大会」です。是
非ご参加ください。

■多摩支部からのお知らせ
●第20回多摩支部総会（20周年記念大会）

7月17日（祝日）京王プラザホテル八王子にて開
催予定です。

■年会費（3,000円）納入（振込）のお願い
東久留米地域支部の本年度の年会費は、同封の振込用紙を
使用して納入ください。皆様のご協力を切にお願い申し上
げます。

東久留米地域支部からのお知らせ

■第24回明球会親睦ゴルフコンペのご案内
当支部最大のイベントであります、東久留米明球会親睦

ゴルフコンペが、６月７日（水）埼玉県本庄市の丘陵地に
あります児玉カントリー俱楽部にて開催されます。競技ゴ
ルフではなく、あくまでも親睦が目的ですので、初心者か
ら上級者まで和気あいあいとゴルフが楽しめます。近隣支
部の方にも参加いただいております。スコアを気にせず、
一緒に緑の絨毯を闊歩しませんか。皆様方のたくさんの参
加をお待ちしております。

・開催日：令和5年6月7日（水）
・場 所：児玉カントリー倶楽部

埼玉県本庄市児玉町秋山3012
・会 費：2,000円 ※プレー代は、個人精算
・競技方式：ハンディ戦 ※初参加の方は、新ペリア方式
問合せ：倉田（080-8880-0883）まで

■令和５年度の一般選抜志願者は
新型コロナウイルスの感染拡大、少子化、地方回帰など

による志願者の減少が心配された令和５年度の一般選抜志
願者は、全学部で108,042人（３月３日現在）と予想以
上の志願者を集めた。これは明治大学が都市型大学の特性
を生かし海外留学、時代に即応した講座やゼミの充実など
評価されたものと思われる。志願者数の順位は近畿大学、
千葉工業大学に続き、３位でした。

■令和５年度の役員・幹事候補
地域支部長 伊藤謙一 （昭４６・経営）
副支部長 峯岸文男 （昭４６・院農）
副支部長 松江康司 （昭４９・法）
幹事長 田淵幹夫 （昭５７・商）
副幹事長 柴田 威 （昭５８・法）
総務担当 長谷川正次（昭５１・商）
会計担当 並木文子 （昭５７・商）
広報担当 當麻睦生 （昭６１・工）
同 川島英明 （昭６３・政経）
事業担当 倉田易生 （昭３７・法）
同 大原康雄 （昭６１・政経）
女子会担当 江波洋子 （昭３７・短経）
地域担当 永倉聡一 （昭２６・工）
同 夏目 忠 （昭３２・商）
同 小関裕弘 （昭３２・政経）
同 當麻一哉 （昭６１・工）
監査 義江邦夫 （昭３９・商）
同 橘 素子 （昭５７・法）

■令和４年度定時総会開催

令和４年５月２８日（土）午後２時から東久留米地域支
部の定時総会を成美教育文化会館で開催いたしました。
昨年、一昨年とコロナ禍で対面での開催ができませんで
したが、今年は、来賓は招かず、また、懇親会は行わず、
コロナ対策をとった上での対面開催となりました。
総会は、川島幹事の司会により始まり、江波幹事の開

会の辞、物故者に黙とうをささげた後、義江支部長の挨
拶と続き、義江支部長が、松江副支部長を議長に指名し、
議事に入りました。
報告事項として、田渕幹事より、令和３年度の事業報

告があり、次に審議事項として、令和３年度の決算報告
が並木幹事より説明され、倉田幹事より、会計監査報告
がありました。次に令和４年度事業計画案が柴田幹事よ
り、同収支予算案が並木幹事より説明され、すべての報
告・審議事項が承認されました。
峯岸副支部長による閉会の辞により、総会は閉会とな

りました。

■明球会親睦ゴルフ

近隣地域支部のメンバーにも参加いただき、ゴルフ好きの
仲間が集まり、年2回親睦ゴルフコンペを開催しておりま
す。会の名称は、名付けて「明球会」。2021年も6月1
日（水）、11月4日（木）に開催されました。

◆第21回明球会親睦ゴルフコンペ
令和４年6月1日（水）埼玉県本庄市の児玉カントリー倶楽
部にて第21回明球会親睦ゴルフコンペが開催されました。
梅雨入り間際の時期にもかかわらず天候に恵まれ14名の参
加で楽しい一日となりました。優勝は、グロス90ネット
73.2で小平支部から初参加の小出巧さんした。準優勝は、
グロス116、ネット81.2で東久留米支部から初参加の柴
田威さんでした。

◆第22回明球会親睦ゴルフコンペ

令和4年11月4日（木）埼玉県本庄市の児玉カントリー倶
楽部にて第22回明球会親睦
ゴルフコンペが開催されました。

秋の晴天に恵まれ14名の参加で楽しい一日となりました。
優勝は、グロス99ネット80で夏目忠さん、準優勝は、グ
ロス94、ネット80で田渕幹夫さんでした。（同点の場合
は、年齢順）

■落語会 ～立川志獅丸師匠～

総会終了後、東久留米在住の校友である立川志獅丸師匠
による落語会が開催されました。今年度は、総会の懇親
会がない代わりに志獅丸師匠に２席お願いをしました。
志獅丸師匠は、2019年7月に真打に昇進し、心身ともに
円熟の域に達したその話術で、皆を笑いの渦に巻き込ん
でいました。

⑦東久留米地域支部から
のお知らせ

■今年度は、女子会、散策会も企画いたします
コロナ禍で中断しておりました、女子会や散策会を今年度
は開催していく予定です。詳細が決まり次第、ご連絡いた
します。奮ってご参加ください。

明治大学と私

私が明治大学を卒業してから今年でち
ょうど４０年になります。学生時代の
記憶辿ってみました。

◆落ちた！と思った入学試験
日本史の入学試験。大きな設問の一つに
史料からの問題が出題され、これは過去

問での学習を通じてそれなりに対策していたつもりが、全
く見たことが無い史料であり、しかもどの時代のものなの
かも良く分からず、４～５問の問題は全滅、「どうせ駄目
だろう」という気持ちで合格発表を見に行くと、自分の受
験番号を見つけました。俄かには信じ難く何度も受験票を
確認し、合格が確信できたときは兎に角ホッとしました。
この「奇跡」から明治大学での学生生活がスタートするこ
とになります。
◆無駄に終わった一夜漬け
一夜漬けで試験に臨んだ苦手なドイツ語の前期試験。和

泉校舎に行くと普段開かれている校門は閉ざされ、その向
こう側にはヘルメットにマスク、中にはサングラスまでか
けた５０人くらいの集団が座り込んでいました。結局、成
田空港反対闘争のため「ロックアウト」、教職員は一切締
め出し、よって試験は延期。がっかりするやら、頭に来る
やら。
◆六大学野球リーグ優勝の歓喜＆なかなか通じなかった
「帰れないコール」
早稲田戦で優勝が決まった大学野球、神宮球場から駿河

台までの優勝パレードに参加して明治大学の学生であるこ
とを満喫し、その流れで新宿に飲みに行き、時間が経つの
も忘れて大騒ぎ。気が付いたら終電が過ぎ、家に「帰る
コール」ならぬ「帰れないコール」をすると電話に出た母
親は、「どちら様ですか？・・・」、余りにも騒ぎすぎて
声が森進一のようになってしまい、息子の声だと認識され
なかったようです。最後には無事分かってもらえて「やれ
やれ」でしたが、「やれやれ」は母親の方でした。
卒業後には、社会の荒波にもまれることになろう事など

はこれっぽっちも思わず、背負う責任が何も無いのを良い
ことに、無邪気に友人たちと過ごした４年間はある意味薔
薇色でありました（もちろん両親のおかげなのですが）。
歴史と伝統のある大学ならではの恵まれた環境を享受でき、
今でも付き合いが続く得難い友人を得て、更にはご近所に
は校友会という楽しい遊び場が提供され、等々本稿執筆を
きっかけに改めて様々なことを感じた次第です。

記 柴田 威（昭和５８年法学部法律学科卒）

■役員会
原則、各月の第２土曜日に実施しました。

全国校友会及び、多摩支部会関係の報告、東久留米地域
支部総会関連等の審議、その他母校の最近の話題など情報
交換を行いました。
支部設立以来、１２３回を数えます。

■公認会計士試験に現役明大生42人が合格
2022年11月18日公認会計士試験の合格者発表があり、
明大出身の合格者は、66名、内現役の学生が50名合格し
た。合格者総数は、1,456名で合格率は、7.7%と狭き門
であった。
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